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環境修復のための
ナノテクノロジー

ナノ材料を活用して環境を修復する“ナノレメディエーション”という新たな分野に
おける現状と今後の有望な大きな展開を22の寄稿論文を通して紹介。
土壌浄化，水処理，大気処理などの分野で，ナノテクノロジーの先進的なツールを
用いて研究を行っている第一人者の研究に裏打ちされた斬新なアイデアと多くの
情報を掲載。
環境修復に携わる技術者，施工者，規制担当者，研究者および学生にナノレメディ
エーションの面白さならびに大きな発展の可能性を秘めていることを気づかせる書。
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